
組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

1-1心理

1-2心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

大学のHP。「大学紹介」→「教育理念・各種方針」ウェブサイト【http://www.agu.ac.jp/pdf/guide/ideal/purpose1.pdf】

学科案内のHP。ウェブサイト【http://psyphy.agu.ac.jp/shinri/about/index.html】

点検・評価項目 評価の視点

②

（1）心理学科の人材の養成・教育研究上の目的は、「愛知学院大学人材の養成・教育研究上の目的に関する規程」（1-4）に明
示している。大学・学部・学科の理念・目的は、本学の基本理念に貫徹されることが必要である。例年、入学時のオリエンテーショ
ンで、全教員から本学部の教育理念や教育目標が説明され、さらに学部2年以上の学年では、ガイダンスやオリエンテーションを
通じて各教員から履修要項を元にして担当科目や講義・演習の方針を説明している。

（2）学科の理念・目的は、大学ホームページ（1-1）及び「履修要項」（1-5）に掲載し、教職員及び学生に周知するとともに、社会
に公表している。また、学科ホームページ(1-2)、「大学案内2021」(1-3)でも受験生や一般の方が理解しやすいよう記載している。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

（1）心理学科では人材の養成・教育研究上の目的を次のように設定している。「心理学科は、幅広い教養を基礎にして人および
人が営む生活に対する心理学的視点を多角的かつ科学的に形成し、柔軟性をもった人材の育成を目的としています。 そのた
めの教育研究上の目的として、①「こころ」と「からだ」の相互関係を理解する、②身につけた 知識・技術を自分およびその家族・
友人等の心理的健康の保持・増進に活用することができる、③あらゆる職場における業務に柔軟性をもって対応することができ
る、④広範にわたる心理学分野において 専門的な知識・技術を身につけ「心の問題」に対応できる専門家を養成する、の 4 項
目をあげ教育の基本理念としています(1-1)。」 こころの健康づくりに関する様々な知識や実践方法を身に付けた人材を育成す
る本学科としては適切な内容と考えている。

（2）大学の建学精神は、「行学一体・報恩感謝」である。すなわち、「仏教精神特に禅的教養を基とし、行学一体の人格育成に努
め、 報恩感謝の生活ができる社会人を養成する」のが、愛知学院の教育の理念である。心身科学部もこの精神に基づき、「健全
な心と体、食の確立」を目的に、人々の豊かな人生（QOL：Quality of Life）を支援できる力を持つ学生の育成が学部全体として
の理念・目的である。その中でも心理学科ではこころの育成に重点をおき、豊なこころがもてるように、またこころに悩みをもってい
る人への援助を専門とする心理職の育成を目指している。これは大学の建学精神、教育理念に合致するものである(1-2)。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

基準1．理念・目的 心理学科

2021年度（評価対象期間：2021年4月～2022年3月）　自己点検・評価シート

点検・評価項目 評価の視点

①

大学の理念・目的を適切に設
定しているか。また、それを踏
まえ、学部・研究科の目的を適
切に設定しているか。

学部・学科ごと、研究科又は専攻ごとに人材育成その他の教育研
究上の目的を設定していますか。また、その内容は適切ですか。

大学の理念・目的と学部・研究科の目的に連関性がありますか。

大学の理念・目的及び学部・
研究科の目的を学則又はこれ
に準ずる規則等に適切に明示
し、教職員及び学生に周知し、
社会に対して公表しているか。

学部・学科ごと、研究科又は専攻ごとに設定する人材育成その他
の教育研究上の目的を適切に明示していますか。

教職員、学生、社会に対する刊行物、ウェブサイト等により、大学
の理念・目的、学部・研究科の目的等が周知及び公表されていま
すか。
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組織名基準1．理念・目的 心理学科

1-1心理

1-2心理

1-3心理

1-4心理

1-5心理

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準1」全体の自己評価
自己評価

Ａ

「愛知学院大学人材の養成・教育研究上の目的に関する規程」

「2021年度 履修要項」（人材の養成・教育研究上の目的）

大学のHP。「大学案内」→「教育理念・各種方針」ウェブサイト【http://www.agu.ac.jp/pdf/guide/ideal/purpose1.pdf】

学科案内のHP。ウェブサイト【http://psyphy.agu.ac.jp/shinri/about/index.html】

心身科学部心理学科（大学案内抜粋）

2021年度については、コロナ禍にあり，ガイダンスやオリエンテーションが一部webに
よって行われたため、学生への情報伝達、指導の方法に制限があった。webでの情報
伝達については，学生への質問に丁寧に対応するなどのサポートを工夫する必要性
がある。また、学力面でもその他の面でも、入学してくる学生の多様性が高まっている
ことから、よりきめ細かな指導が必要となる。同じことを伝えるのに、相手が違えば異
なった方法が必要になる場合もある。そういった意味では教員にはある種の意識改革
が求められる。欠席がちな学生へのアプローチも課題である。

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

なし

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにした
うえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。　特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 長所・特色

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、記
述してください。　特にない場合は「なし」としてください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

心理学科では、ガイダンスやオリエンテーションに出席していなかった学生について
は、実験助手が把握し、授業参加時等に声掛けして、齟齬が起きないように工夫をこ
らしている。実験助手室は心理学科学生にとってまさに「ワンストップ」であり、何か困っ
たことがあった場合に訪れれば何らかの対策が講じられる場所であり存在となってい
る。実験助手を含めすべての構成員は、学生とのコミュニケーションや人間関係を通し
て理念・目的を共有していくことの重要性を認識している。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を記
述してください。

点検・評価項目番号 改善策

②（1）

点検・評価項目番号 課題・問題点

②（1）
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組織名

1．現状説明
※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

③
方針及び手続に基づき、内部
質保証システムは有効に機能
しているか。

(1) Ａ

2-1心理

2-2心理

2．長所・特色

3．課題・問題点

心身科学部自己点検・自己評価委員会議事録

根拠資料名

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

なし

基準2．内部質保証 心理学科

2021年度（評価対象期間：2021年4月～2022年3月）　自己点検・評価シート

点検・評価項目 評価の視点

学部・研究科その他の組織における定期的な点検・評価及び点
検・評価結果に基づく改善・向上に向けた取り組みを計画的に実
施していますか。

（1）毎週水曜日に開催される学科会議において、学科の教育研究上の問題点について議題として取り上げ、教員間で検討を
し、決定事項に関しては学科議事録に記載し、改善に取り組んでいる。また、学科会議での検討内容を心身科学部自己点検・
自己評価委員会に集約し、内部質保証体制を構築している(2-1, 2-2)。

（２）（１）の議事録で示したように、例えば卒業論文の品質を保証するために、質問紙調査の実施方法などについて学科会議で
定期的に審議し、改善・向上に向けた取り組みを行っている。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

なし

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにし
たうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 課題・問題点

点検・評価項目番号 長所・特色

学科会議議事録
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組織名基準2．内部質保証 心理学科

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準2」全体の自己評価
自己評価

Ａ

点検・評価項目番号 改善策

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を
記述してください。
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組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

①
授与する学位ごとに、学位授
与方針を定め、公表している
か。

(1) Ａ

4-1心理

4-2心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）（心身科学部履修要項抜粋）

心理学科基準4．教育課程・学習成果

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目

下記内容を備えた教育課程の編成・実施方針の設定及び公表を
していますか。
・教育課程の体系、教育内容
・教育課程を構成する授業科目区分、授業形態等

教育課程の編成・実施方針と学位授与方針には適切な連関性が
ありますか。

2021年度（評価対象期間：2021年4月～2022年3月）　自己点検・評価シート

点検・評価項目

②
授与する学位ごとに、教育課
程の編成・実施方針を定め、
公表しているか。

評価の視点

課程修了にあたって、学生が修得することが求められる知識、技
能、態度等、当該学位にふさわしい学習成果を明示した学位授
与方針を適切に設定し公表していますか。

（1）心理学科では、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を以下のように設定している。心理学科では、認知・行
動、発達・教育、社会・産業、人格・臨床、計量の心理学ほぼ全領域に関する科目を用意し、基礎と応用、座学と演習、知識と
実践という視点で4年間の学修を構成する。また、可能な限りの少人数教育を行い、討論、実践実習、卒業論文の作成、発表等
を通じて単なる知識の習得のみならず多角的・科学的視点や応用力・創造力・実践力の形成を行い、社会に役に立つ人材養
成をめざすカリキュラムとする。上記のカリキュラム・ポリシーを大学のホームページ及び履修要項で公表している（4-3,4-4）。さ
らに、心理学科のホームページの中の「カリキュラム」の項(4-5)で、4年間で深める学びのステップを年次ごとに明示し、年次別
カリキュラム表も見られるようにしている。

（2）両者に適切な関連性がある。例えば、ディプロマ・ポリシーの「人間および人間が営む生活に対する心理学的視点を多角
的・科学的に形成」については、カリキュラム・ポリシーにおいて「認知・行動、発達・教育、社会・産業、人格・臨床、計量の心理
学ほぼ全領域に関する科目を用意し、基礎と応用、座学と演習、知識と実践という視点で4年間の学修を構成する」と定めてお
り、連関性を持たせている。また、ディプロマ・ポリシーの「対人支援業務のみならずあらゆる職場における業務に柔軟性をもって
活用・応用することができる知識と技術を修得」については、カリキュラム・ポリシーにおいて「社会に役立つ人材養成をめざすカ
リキュラムとする」と定めており、心理職を養成する公認心理師コースを用意するのみならず、大学卒業後、一般企業に就職して
就職先で心理学を生かそうとする学生向けのビジネスコースも用意している(4-6)。

根拠資料名

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

(1)心理学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を以下のように設定している。心理学科では、人間および
人間が営む生活に対する心理学的視点を多角的・科学的に形成し、自分およびその家族・友人等の心理的安定や活性化に活
用することができ、対人支援業務のみならずあらゆる職場における業務に柔軟性をもって活用・応用することができる知識と技術
を修得した者に学位を授与する。上記のディプロマ・ポリシーを大学のホームページ(4-1)および履修要項(4-2)で公表してい
る。

評価の視点

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

大学HP 教育理念・各種方針 【ウェブ】 https://www.agu.ac.jp/pdf/guide/ideal/diploma2021_01ver2.pdf
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組織名 心理学科基準4．教育課程・学習成果

4-3心理

4-4心理

4-5心理

4-6心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4) Ａ

(5) Ａ

（3）個々の授業科目の内容及び方法は、教育課程の編成・実施方針を踏まえ、構成している(4-8)。

（4）初年次教育では、基礎実験演習を受講させている。この授業は20名程度の少人数であり，担当教員と実験助手がきめ細や
かに指導している。レポートにおいては，教員および実験助手が添削指導を，一人ひとりに行っており，学力の低い学生でも心
理学の幅広い入門的知識に興味や関心を持たせるようにしている。
高大接続への配慮では、例えば、「心理学統計法」では高校で学んだ平均値や標準偏差の概念を復習しつつ、大学で学ぶた
めに必要な統計の基礎知識を教えるようにしている(4-7)。
教養教育と専門教育の適切な配置では、本学には教養部があり、1、2年次ではきちんと教養科目を取得してもらい、2年次以降
に徐々に専門科目を増やす配置になっている(4-7)。

(5)学生の社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成する教育として、アクティブラーニングを積極的に導入してい
る。具体的には、演習形式で講義を行い、学生が能動的に心理学の実験やテスト、心理職として必要な技能を学べるようにして
いる。また、公認心理師コースでは福祉施設等でのボランティア活動参加を必須としており、将来、心理支援活動に携わる者と
しての自覚を身に着けるなど、職業的な自立を促すことを重視している。

大学HP 教育理念・各種方針【ウェブ】 https://www.agu.ac.jp/pdf/guide/ideal/curriculum2021_01.pdf

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）　心理学科（心身科学部履修要項抜粋）

学科案内のHPウェブサイト【 http://psyphy.agu.ac.jp/shinri/curriculum/index.html】

心理学科の諸コース（心身科学部履修要項抜粋）

（1）教育課程の編成・実施方針に沿い、教育課程を編成している(4-7)。例えば「基礎と応用」に関して、1年次には「心理学概論
Ⅰ・Ⅱ」で心理学に関する基礎的な知識を取得してもらい、2年次では認知心理学や行動心理学など各心理学の分野に分か
れ、基礎科目が設けられている。それを踏まえた上、3年次には「発展講義」、各分野の知識を応用する科目が設けられている。
また、講義形式の授業と実際学生にさまざまな実験や心理療法のスキルなどを体験習得する演習形式の授業を両方設けてい
る。さらに、公認心理師コースでは学生が医療・福祉・産業・司法の各実習先に複数回赴き、現場において心理職がどのように
働いているのかを見学する。実習先によっては単なる見学にとどまらず、利用者とのかかわりを持てる機会も設定され、インター
ンシップ的な要素を多分に含んでいる。

（2）心理学科では心理学を初めて学ぶ学生に対して専門教育科目である「心理学概論」、「基礎実験演習」を1年次から受講さ
せることにより心理学全般に興味・関心を持たせるようにしている。さらにそれらの学習により得られる幅広い領域の基礎的な心
理学的データに対する分析方法の基礎を2年次の「心理統計学」で学び、3年次の「心理学研究法」では、それまでに学んだ各
領域の基礎知識を踏まえて複数の領域の教員による幅広い心理学の領域における研究方法について学ぶなど、段階的に心
理学の知識を積み、応用させていく方法論について学べるよう配置している。また、専門一般科目を2年次から4年次までの間に
自由に選択させ履修できるようにしている。さらに、1年次での心理学実験を手始めに4年間を通じて基礎的な実験演習から高
度な実験演習へと学年が進むにつれてより専門的な知識を無理なく学べるように、独自のカリキュラムを編成している。ちなみ
に、専門課程でのカリキュラムの内容は、専門基礎科目は必修として12単位、専門一般科目は演習4単位を含めて40単位以
上、実験演習科目は16単位、卒業論文は8単位で、専門教育科目の中から76単位以上修得することを心理学科の卒業要件と
している(4-5,4-7)。

学生の社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成
する教育を適切に実施していますか。

教育課程の編成・実施方針と教育課程の整合性はとれています
か。

各学位課程にふさわしい教育内容を設定していますか。
＜学士課程＞　初年次教育、高大接続への配慮、教養教育と専
門教育の適切な配置等
＜修士課程、博士課程＞　コースワークとリサーチワークを適切
に組み合わせた教育への配慮等

個々の授業科目の内容及び方法は、教育課程の編成・実施方針
を踏まえていますか。

教育課程の編成にあたっての順次性及び体系性への配慮、授業
科目の位置づけ（必修、選択等）は適切ですか。

③

教育課程の編成・実施方針に
基づき、各学位課程にふさわ
しい授業科目を開設し、教育
課程を体系的に編成している
か。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

点検・評価項目

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

評価の視点

根拠資料名
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組織名 心理学科基準4．教育課程・学習成果

4-5心理

4-7心理

4-8心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4) Ａ

4-9心理

4-10心理

4-11心理

根拠資料名

学生の学習を活性化し、効果
的に教育を行うための様々な
措置を講じているか。

④

単位の実質化を図るための措置（授業時間外に必要な学習の促
進、学士課程においては履修登録単位数の上限設定等）を講じ
ていますか。

シラバスの内容（授業の目的、到達目標、学習成果の指標、授業
内容及び方法、授業計画、授業準備のための指示、成績評価方
法及び基準等の明示）は適切ですか。
授業内容とシラバスとの整合性が確保されていますか。

学生の主体的参加を促す授業形態、授業内容及び授業方法な
どの措置を講じていますか。

各学位課程に応じてその他の措置を講じていますか。
＜学士課程＞
　・授業形態に配慮した１授業あたりの学生数、
　　適切な履修指導の実施
＜修士課程、博士課程＞
　・研究指導計画（研究指導の内容及び方法、年間
　　スケジュール）の明示とそれに基づく研究指導の実施

心理学科　履修制限単位数（心身科学部履修要項抜粋）

シラバスチェックリスト

学科案内のHP。ウェブサイト【 http://psyphy.agu.ac.jp/shinri/curriculum/index.html】

心理学科　年次別履修計画（心身科学部履修要項抜粋）

カリキュラム・マップ。ウェブサイト【https://www.agu.ac.jp/pdf/guide/data/2021/curriculum_map02.pdf】

シラバス（講義概要）（心身科学部履修要項抜粋）

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目 評価の視点

（4）基礎実験演習や一般実験演習などの科目では、学生を10～20人の小グループに分け、グループ活動を導入しながら、心
理学の各分野の基礎知識や実験法などを教えている。また、例年、新入生を対象とした履修相談会を開催しており、学生が適
切に履修できるよう指導している。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

（1）単位の実質化を図るための措置として、講義のシラバスに必ず「授業時間外学修時間」を明示し(4-9)、授業時間外に必要
な学習の促進を図っている。また、キャップ制を設け、一年で履修できる単位数の上限（44単位）の目安(4-10)を設けている。

（2）シラバスには授業のテーマ、概要、到達目標、授業計画、評価方法・基準（評価割合）、テキスト、参考書・参考資料が含ま
れている。
心理学科の教員はシラバスに可能なかぎり忠実に各学期の授業を行っている。授業内容の適切性について、シラバスのチェッ
クリスト(4-11)を用い、授業の内容の適切性を確認している。また、授業アンケートでシラバスとの整合性に関する項目を設け、
点検している。

（3）学生の主体的参加を促すために、講義形式だけでなく、演習など多様な授業形態を取り入れている。演習では、学生を少
人数のクラスに分け、演習方式で各種心理学の実験やテストなどを実際に体験させながら、解説している。
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組織名 心理学科基準4．教育課程・学習成果

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4)

(5) Ａ

(6) Ａ

4-12心理

4-13心理

4-14心理

4-15心理

4-16心理

4-17心理

学位審査及び修了認定の客観性及び厳格性を確保するために
どのような措置を講じていますか。
学位授与に係る責任体制及び手続は明示されていますか。

〈修士課程・博士課程〉
学位論文審査基準を明示していますか。

根拠資料名

（1）心理学科では、各学生の成績の評価については、シラバスに記載の通り、学期末に実施する定期試験あるいはレポート試
験などにより厳正に評価を行っている。まず、試験の実施方法や内容についての全般的な事柄については、心身科学部履修
要項(4-12)（p.17-18）に、追試験に関しては、同 p.19に、また成績の評価システム（GPA）については同p.21-22に、それぞれ明
記している。
編入生の場合、単位修得していた科目のタイトル、内容（シラバスと照合）を確認した上、既修得単位の認定を行っている。

（2）単位認定は厳格かつ適切に行っている。例えば、卒業論文については指導教員以外の教員も評価し、担当する教員全員
で評価を検討することによって客観性が担保されるようにしている。学生側に疑問のあるときは教務課を通じて申し出ることが可
能であり(4-13)、それに対しては誠意をもって対応している。もちろん個人的に問い合わせがあった際も、誠実に対応している。

試験（心身科学部履修要項抜粋）

（6）卒業要件を満たした学生、具体的に心理学科では、次の2点を満たした学生、その1、通算して4年以上在学した者（休学期
間は除く）。その2、所定の128単位（卒業に必要な単位数）を修得した者に対して、学位授与を行っている(4-17)。

（5）学位審査の客観性及び厳格性を確保するために、複数名の教員による審査を行っている。最終的には学科会議、学部教
授会の審議を経たうえ、代表教授会で承認となる。学位授与に係る責任体制及び手続は愛知知学院大学学位記授与に関する
規程に明記されており、同規程は履修要項（4-16）に掲載されている。

成績（心身科学部履修要項抜粋）

愛知学院大学学則。ウェブサイト【https://www.agu.ac.jp/pdf/guide/2021/gakusoku.pdf】

卒業論文（心身科学部履修要項抜粋）

愛知学院大学学位記授与に関する規程（心身科学部履修要項抜粋）

進級・卒業（心身科学部履修要項抜粋）

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目 評価の視点

⑤
成績評価、単位認定及び学位
授与を適切に行っているか。

成績評価の客観性、厳格性を担保するための措置を講じていま
すか。

卒業・修了要件を明示していますか。

適切に学位授与を行っていますか。

単位制度の趣旨に基づく単位認定を行っていますか。
また、既修得単位の適切な認定を行っていますか。

（3）卒業要件については、本学学則(4-14)第8条に定められた所定の単位を修得した者に対して、同学則37条により学士（心身
科学）の学位が授与される。また、卒業判定は、例年3月に学則に基づき学部教授会で審議し、承認している。卒業論文の形式
などについては心身科学部履修要項(4-15)に明記している。
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組織名 心理学科基準4．教育課程・学習成果

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

4-18心理

4-19心理

4-20心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

根拠資料名

（1）カリキュラムの内容は、専門基礎科目は必修として12単位、専門一般科目は演習4単位を含めて40単位以上、実験演習科
目は16単位、卒業論文は8単位で、専門教育科目の中から76単位以上を修得することを心理学科の卒業要件としている(4-
18)。
また、ディプロマ・ポリシーに示す学習成果を測定するために、心理学科のアセスメント・プランを定め、指標を設定している。

（2）卒業時に、卒業生全員に対する学科独自のアンケートを行い、学習成果および学生生活の充実度を測定している。それら
を経年的に分析することは、指導方針を段階的に見直すことに貢献している（4-19）。アセスメント・プランに基づいた学位授与
方針（ディプロマ・ポリシー）に示した学習成果を把握するために、ルーブリックに よる評価方式を導入している（4-20）。

点検・評価項目 評価の視点

⑦

教育課程及びその内容、方法
の適切性について定期的に点
検・評価を行っているか。ま
た、その結果をもとに改善・向
上に向けた取り組みを行って
いるか。

卒業時アンケート

卒業研究におけるルーブリック評価表

心理学科　カリキュラム概要（心身科学部履修要項抜粋）

（1）「教育目標に基づく学位授与方針」は、40年以上前に文学部心理学科を開設した時からの方針であり、臨床心理士取得の
ための「心理臨床コース」や、公認心理師取得のための「公認心理師コース」、心身科学部に特異な「言語聴覚士コース」も追加
されたが(4-6)、学科開設以来の方針である「低学年ではできるだけ幅広い心理学の領域を広く浅く学び、2年次、3年次と進む
につれて各自の興味を持った領域や題材に絞っていく」方針は、基本的に踏襲してきている。この方針により、本学心理学科の
学生は、最初から本人の興味だけに依存した偏った心理学の知識の取得をすることなく、幅広い心理学の教養的知識の上に、
徐々に専門的でかつ自らの興味や関心に沿った知識や技能を身に着けてきたといえる(4-7)。それを、心身科学部自己点検・
自己評価委員会（心身科学部教授会に含む）で教育課程及びその内容、方法が適切であるかどうかを点検・評価している。

（2）多様な学生が入学するようになったことを受け、基礎実験演習，一般実験演習は，少人数制のグループで受講し，レポート
作成や添削においてきめ細かい指導を行っている。学力の低い学生においても丁寧に指導することによって，基本的なレポー
ト作成のスキルの獲得および、心理学の幅広い入門的知識に興味や関心を持たせるようにした。これまでの自己点検・自己評
価の取り組みに基づき，来年度からは心理学部心理学科として新たなカリキュラムのもとで，より広く深い心理学的視野を持ち，
社会に貢献できる人材の育成を目指す(4-21)。さらに、例年、学部内および学科内のFD研究会を開催し(4‐22)、近年の学生の
傾向を把握し、今後の取り組みについても検討を重ね、次年度の指導に生かしている。

適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価を行っていますか。
・学習成果の測定結果の適切な活用

点検・評価結果に基づき、改善・向上に向けた取り組みを行って
いますか。

点検・評価項目 評価の視点

⑥
学位授与方針に明示した学生
の学習成果を適切に把握及び
評価しているか。

各学位課程の分野の特性に応じて、学位授与方針に示した学習
成果を測定するための多角的で適切な指標設定を行っています
か。

学習成果を把握及び評価するために適切な測定方法を用いてい
ますか。
　≪学習成果の測定方法例≫
　　・アセスメント・テスト
　　・ルーブリックを活用した測定
　　・学習成果の測定を目的とした学生調査
　　・卒業生、就職先への意見聴取

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

9 / 19 ページ



組織名 心理学科基準4．教育課程・学習成果

4-6心理

4-7心理

4-21心理

4-22心理

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準4」全体の自己評価
自己評価

Ａ

根拠資料名

根拠資料名

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

なし

なし

点検・評価項目番号 改善策

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにし
たうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

心理学科の諸コース（心身科学部履修要項抜粋）

心理学科　年次別履修計画（心身科学部履修要項抜粋）

心理学科教室会議　議事録

心理学科FD研究会

点検・評価項目番号

課題・問題点

長所・特色

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を
記述してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

なし

点検・評価項目番号
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組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

5-1心理

5-2心理

5-3心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4) Ａ

大学HP 教育理念・各種方針 アドミッション・ポリシー。ウェブサイト【https://www.agu.ac.jp/guide/ideal/】

入学試験要項

愛知学院大学　入試情報サイト。ウェブサイト【https://navi.agu.ac.jp/examination/】

点検・評価項目 評価の視点

学生の受け入れ方針に基づ
き、学生募集及び入学者選抜
の制度や運営体制を適切に整
備し、入学者選抜を公正に実
施しているか。

学生の受け入れ方針に基づき学生募集方法及び入学者選抜制
度を適切に設定していますか。

入試委員会等、責任所在を明確にした入学者選抜実施のための
体制を適切に整備していますか。

公正な入学者選抜を実施していますか。

入学を希望する者への合理的な配慮に基づく公平な入学者選抜
を実施していますか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

（1）心理学科では、学生の受け入れ方針に基づき学生募集方法及び入学者選抜制度を設定している。今年度から導入した高
大連続型入試では，出願前の受験生に模擬授業にを受講させ，模擬授業の内容に関するレポートを出願書類として提出させ
るというやり方を導入した。この方法を導入することで，高校生はより具体的に入学後の授業をイメージすることでき，心理学科も
モチベーションが高い学生を選抜できるため，双方において利点がある。推薦入試では、心理学科の教育方針の理解を確認し
て選抜をしている。一般選抜では心理学科の学びに相応しい学力を有しているかを試験によって評価し入学者を選抜している
(5-2)。
（2）本学では愛知学院大学入学試験委員会規程に基づき、代表教授会の下に入学試験委員会が設置されている。心理学科
では毎年入試委員を選出し、大学の入試委員会に出席し、大学および学科の学生受け入れ方針に従い、入学者選抜を実施し
ている。

②

学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針を踏まえた学生の
受け入れ方針を適切に設定し、公表していますか。

下記内容を踏まえた学生の受け入れ方針を設定していますか。
　・入学前の学習歴、学力水準、能力等の求める学生像
　・入学希望者に求める水準等の判定方法

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

根拠資料名

基準5．学生の受け入れ 心理学科

2021年度（評価対象期間：2021年4月～2022年3月）　自己点検・評価シート

点検・評価項目 評価の視点

（1）心理学科では、アドミッション・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーを設定し、大学HP（5-1）、入試情報サイト(5-2)および入
学試験要項（5-3）上に公表している。心理学を活かしたアプローチができる人材を養成する本学科としては適切な内容と考え
ている。

（2）心理学科のアドミッション・ポリシーとして、「心理学に興味があり人間の理解を深めたい人を受け入れるが、心理学各分野の
知識・技術を自分や取り巻く人々の生活および将来的な職業に活かしていきたいという明瞭な意思を持つことが望ま しい」とし
た上で、学生に求める入学前の学習歴、学力水準、能力を示している(5-3)。　入学希望者に求める水準等の判定方法では、
AO入試や推薦入試では、複数名の教員が論文や面接を通して判定している。一般選抜では学力試験を行い判定している(5-
2, 5-3)。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

①
学生の受け入れ方針を定め、
公表しているか。
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組織名基準5．学生の受け入れ 心理学科

5-2心理

自己評価

③

適切な定員を設定して学生の
受け入れを行うとともに、在籍
学生数を収容定員に基づき適
正に管理しているか。

(1) Ａ

5-4心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

5-5心理

愛知学院大学　入試情報サイト。ウェブサイト【https://navi.agu.ac.jp/examination/】

（4）心理学は人の行動と心に関心を持つ学生で一定の基礎学力があれば、自分の得意な部分を生かして学習を進めていくこと
ができる。実際そのような立場から様々なタイプの学生を受け入れていると考えている。社会人の経験のある学生にも門戸を開
いている。留学生に対して留学生選抜試験を行っている(5-2)。障がいのある学生の受け入れについては、心理学科の授業の
大半が開講される14号館は、車椅子で受講できる教室を整備している。バリアフリー対応のトイレも各階にあり、エレベーターも
完備するなど受け入れの支障を最小限にするよう努めている。その他の障がいについても個別に対応し、可能な限り受け入れ
ることができるよう努めている。

入学定員及び収容定員を適切に設定し、在籍学生数を管理して
いますか。
＜学士課程＞
　・入学定員に対する入学者数比率
　・編入学定員に対する編入学生数比率
　・収容定員に対する在籍学生数比率
　・収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対
応
＜修士課程、博士課程、専門職学位課程＞
　・収容定員に対する在籍学生数比率

教育情報の公開　入学者数など。ウェブサイト【https://www.agu.ac.jp/pdf/guide/data/teiin2021.pdf】

「入試データ」 ウエブサイト【https://navi.agu.ac.jp/examination/information/result.html】 

（2）定期的な検証を継続的に行った結果、入学者数が定員数を大幅に上回ることが少なくなり、以前よりも目の行き届いたきめ
細やかな教育を行うことが可能になってきている。

〔根拠資料名〕上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

（1）心理学科の学生のレベルを一定に保つためにも、定員数を超過して受け入れることがないようにしている。また高大連続型
入試、推薦入学の入学者数も適正な数にして、質の確保に努めている。
＜学士課程＞(5-4)
・入学定員140名に対して、2021年5月1日時点で各学年の在籍者数は1年生146名で104.2%、2年生147名で105.0%、3年生148
名で105.7%、4年生159名で1.13%である。
・編入学定員は2年生1名で、3年生1名であるが、今年度2年生編入は1名で100%で（転籍は2名）、3年生編入は0名で0%であ
る。
・収容定員に対する在籍学生数比率は106.2%である。
・入学定員に近づけるように大学の入試委員会が定期的に検討を行っている。

根拠資料名

（3）心理学科では、学生募集および入学者選抜が、学生の受け入れ方針に基づき公正かつ適切に実施されているかについ
て、教授会、入試委員会等を通して定期的に検証している。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目 評価の視点

（1）心理学科では、学生募集および入学者選抜(5-5)が、学生の受け入れ方針に基づき公正かつ適切に実施されているかにつ
いて、教授会、入試委員会等を通して定期的に検証している。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目 評価の視点

④

学生の受け入れの適切性につ
いて定期的に点検・評価を
行っているか。また、その結果
をもとに改善・向上に向けた取
り組みを行っているか。

適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価を行っていますか。

点検・評価結果に基づき改善・向上に向けた取り組みを行ってい
ますか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

根拠資料名
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組織名基準5．学生の受け入れ 心理学科

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準5」全体の自己評価
自己評価

Ａ

点検・評価項目番号 改善策

点検・評価項目番号 長所・特色

なし

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 課題・問題点

なし

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を
記述してください。

根拠資料名

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにし
たうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。
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組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

①

大学の理念・目的に基づき大
学として求める教員像や各学
部・研究科等の教員組織の編
制に関する方針を明示してい
るか。

(1) Ａ

6-1心理

6-2心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4) Ａ

（1）心理学科は専任教員13名で、設置基準上必要な専任教員数を満たしている。

（2）心理学科では広範的な知識を学生に提供するため、心理学のほぼ全領域にわたり、認知・行動、社会・産業、発達・教育、
人格・臨床、計量の5分野からの専門教員を配置するようにしている。

基準6．教員・教員組織 心理学科

2021年度（評価対象期間：2021年4月～2022年3月）　自己点検・評価シート

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

点検・評価項目 評価の視点

②

教員組織の編制に関する方針
に基づき、教育研究活動を展
開するため、適切に教員組織
を編制しているか。

大学全体及び学部・研究科等ごとの専任教員数は適切ですか。

学士課程における教養教育の運営体制は適切ですか。

教員組織の編制に関する方針に基づき、適切に教員組織を編制
していますか。
　・教育上主要と認められる授業科目における専任教員（教授、
　　准教授、講師又は助教）の適正な配置
　・各学位課程の目的に即した教員配置
　　（国際性、男女比等も含む）
　・研究科担当教員の資格の明確化と適正な配置
　・教員の授業担当負担への適切な配慮
　・バランスのとれた年齢構成に配慮した教員配置

学部・研究科等ごとの専任教員数を適切に維持するため、計画
的に募集・採用・昇任等を実施していますか。

点検・評価項目 評価の視点

各学部・研究科等の教員組織の編制に関する方針を適切に明示
していますか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

(1)心理学科では2019年度に、愛知学院大学の教員組織の編制方針を前提とした学科独自の教員組織の編制方針を策定し
た。
心理学科では、心理学のほぼ全領域にわたり、認知・行動、社会・産業、発達・教育、人格・臨床、計量の5分野からの専門教員
を配置すること、とくに公認心理師等の資格の取得に関する教員を複数配置し、専門的な技能をもつ高度職業人を養成するこ
とを目指しており、このことは、大学の教育理念である、「仏教精神特に禅的教養を基とし、行学一体の人格育成に努め、 報恩
感謝の生活ができる社会人を養成する」ことに合致するものであり(6-2)、内容も適切である。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

心身科学部心理学科　教員組織の編制方針

大学のHP。「大学案内」→「教育理念・各種方針」ウェブサイト【http://www.agu.ac.jp/pdf/guide/ideal/purpose1.pdf】
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組織名基準6．教員・教員組織 心理学科

6-3心理

6-4心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

6-5心理 愛知学院大学心身科学部心理学科採用・昇進人事審査規程

根拠資料名

（3）
心理学の広範的な知識を学生に提供するため、心理学のほぼ全領域にわたり、認知・行動、社会・産業、発達・教育、人格・臨
床、計量の5分野からの専門教員を配置する。心理学科の開講科目（教授、准教授、講師の教員数）の現状は、心理学のほぼ
全領域に広がり、認知心理学（1名）、行動心理学（1名）、発達心理学（1名）、社会心理学（1名）、産業心理学（1名）、計量心理
学（1名）、人格心理学（2名），臨床心理学（5名）となっている。さらに嘱託教員として実験助手1名が配置されている。しかし教
育分野の配属は欠員となっており、当該分野の教員を充足する必要がある(6-3)。
・教員の専門性を重視することを優先するが、男女共同参画の視点を考慮し、女性教員の比率を20%程度以上を維持するよう努
めている。心理学科では、男性教員が75%、女性教員が25％となっており、適正な男女比を維持している。また、中国出身の教
員を1名採用している。
・心理学科では公認心理師を養成するコースがあり、公認心理師の資格を持っている教員は複数名いる。
・教員の授業担当負担を把握するため、各教員が担当している授業の数を集計し、偏りが生じないように教員間で調整を行って
いる。
・学科の沿革、AP、DP、CPを踏まえて学科の特色を適切に継承すること、また心理学の変遷を学生に伝えるため、若手教員か
らベテラン教員までバランスよく配置する。本年度末にて40歳以上〜50歳未満となる教員が38.5%、55歳以上となる教員が
53.8%、50歳以上〜55歳未満となる教員が7.7%となっている。30代は該当者がいないことから、年齢の分布に若干の偏りがある。

（4）他分野を理解することにより、心理学に対しても多角的視点を身につけることを目指す。教養部による教養教育を通じて、個
人の社会とのかかわり、規範意識、倫理性、感性などを学び、バランスのとれた知識や知恵を身につけることができる。すなわち
教養教育科目は、他分野との比較から心理学の専門性への深い理解を支援するものとして位置づけている。卒業要件として外
国語が10単位、教養基幹科目（人文系、社会系、自然系、主題系）が20〜36単位、健康総合科目にて2単位を履修することが
定められており、幅広い知識を体系的に学修できる環境を整えている(6-4)。

（1）教員の職位（教授、准教授、講師、助教等）ごとの募集、採用、昇任等に関する基準及び手続を設定し、規程を整備してい
る(6-5)。

（2）規程に沿った教員の募集、採用、昇任等を実施している。近年採用された教員はすべて資料6-5の「愛知学院大学心身科
学部心理学科採用・昇進人事審査規程」の条件を満たしている。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目 評価の視点

③
教員の募集、採用、昇任等を
適切に行っているか。

教員の職位（教授、准教授、講師、助教等）ごとの募集、採用、昇
任等に関する基準及び手続を設定し、規程を整備していますか。

規程に沿った教員の募集、採用、昇任等を実施していますか。

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

学科案内のHP。ウェブサイト【http://psyphy.agu.ac.jp/shinri/zemi-teacher/index.html】

年次別履修計画（大学履修要項抜粋）
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組織名基準6．教員・教員組織 心理学科

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

6-6心理

6-7心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

6-6心理

心身科学部FD活動報告書（全学FD活動報告書抜粋）

教員情報　ウェブサイト【https://aris.agu.ac.jp/aiguhp/KgApp】

心理学科におけるFD活動（全学FD活動報告書抜粋）

（2）心理学科を開設した昭和45 年 4 月以降、社会のニーズも念頭において人員を拡充してきた。心理学において重要なの
は、その視点の多様性であるが、本学の心理学科は心理学の諸領域を網羅しているし、とくに臨床領域のスタッフは充実してき
ている。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目 評価の視点

⑤

教員組織の適切性について定
期的に点検・評価を行っている
か。また、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを
行っているか。

適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価を実施しています
か。

点検・評価結果に基づく改善・向上に向けた取り組みを行ってい
ますか。

根拠資料名

（1）心理学科においては、④に記載したとおり、FD活動において教員組織の適切性について定期的に点検・評価が行われて
いる(6-6)。

根拠資料名

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目 評価の視点

④

ファカルティ・ディベロップメント
（ＦＤ）活動を組織的かつ多面
的に実施し、教員の資質向上
及び教員組織の改善・向上に
つなげているか。

ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動を組織的に実施してい
ますか。

教員の教育活動、研究活動、社会活動等の評価を行い、結果を
活用していますか。

（1）心身科学部では、ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動を定期的に実施している(6-6)。2021年度は2月末にFD研究授
業を行い、それに合わせて、外部講師による講演及び学部教育に関する検討会も実施した。また、FD活動の一環として毎年授
業アンケートを実施しており、その結果を教育に反映させている。

（2）各学期において実施される「授業アンケート」の結果を全員にフィードバックし、授業内容の改善に役立てている。また、教員
は「教員の諸活動における自己点検・自己評価」として、「教育活動」「研究活動」「社会貢献」「大学運営」について年度ごとに
目標・計画及び自己評価を教員業績システムに入力している（6-7）。学科別の集計結果は心身科学部教授会でも報告されて
いる。その他、FD活動として教員相互の授業参観や全学FD集会などが行われている。
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組織名基準6．教員・教員組織 心理学科

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準6」全体の自己評価
自己評価

Ａ

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにし
たうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 長所・特色

なし

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 課題・問題点

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を
記述してください。

点検・評価項目番号 改善策

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名
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組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

9-1心理

9-2心理

9-3心理

9-4心理

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価を実施しています
か。

基準9．社会連携・社会貢献 心理学科

2021年度（評価対象期間：2021年4月～2022年3月）　自己点検・評価シート

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目 評価の視点

②

社会連携・社会貢献に関する
方針に基づき、社会連携・社
会貢献に関する取り組みを実
施しているか。また、教育研究
成果を適切に社会に還元して
いるか。

学外組織との適切な連携体制を構築していますか。
地域交流、国際交流事業への参加に取り組んでいますか。

社会連携・社会貢献に関する活動による教育研究活動を推進し
ていますか。

（1）毎年学部で行っている市民向けの「健康カレッジ」に講師を派遣し、市民の健康の増進に貢献することや、心理学科の専門
性をいかし、身体の健康のみでなく、心理的な発達やストレスマネジメントに関するテーマで講演を行ってきた（9-1）。
・これまで国際交流事業としてJICA草の根技術協力事業で、心理リハビリテーションを通した発達障碍児等支援者指導者養成
事業をベトナムダナン師範大学と協定し、育成活動を実施してきた（9-2）。コロナ状況が発生したがWebを利用し遠隔より支援を
継続的に行い。発達障碍児等支援者指導者養成事業の達成目標であった。テキストの完成と自益者300名を大きく上回り700
名以上となり、目標は達成されプロジェクトは成功した。

（2）大学のキャンパスがある地域（長久手市役所および名城公園キャンパス）にて、定期的に市民を対象にストレスマネージメン
ト研修会を行ってきた（9-3，9-4）が、今年度については中止となった。今後の開催方法については検討中である。

根拠資料名

根拠資料名

（2）参加者の技術取得の状況に応じて、個別指導も含めて支援を続けている。

点検・評価結果に基づく改善・向上に向けた取り組みを行ってい
ますか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

（1）ベトナムのダナン師範大学で毎年複数回にわたって指導が行われているが、その際に継続して参加できるようにシステムを
作っている。よって、定期的に参加者のスキルアップが確認できるようになっている。

令和元年度　なごや健康カレッジパンフレット

JICA　独立行政法人　国際協力機構　草の根協力支援型　2017年度第1回　採択内定案件ウェブサイト
【https://www.jica.go.jp/partner/college/college_kusanone.html】

みんなの掲示板　リフレッシュ爽爽会パンフレット

愛知学院大学　リラックスを中心とした臨床動作法　実技講習会案内

点検・評価項目 評価の視点

③

社会連携・社会貢献の適切性
について定期的に点検・評価
を行っているか。また、その結
果をもとに改善・向上に向けた
取り組みを行っているか。
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組織名基準9．社会連携・社会貢献 心理学科

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準9」全体の自己評価
自己評価

Ａ

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにし
たうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 長所・特色

②(1)(2)

臨床動作法は日本が開発した心理療法の一つである。心理学科では臨床動作法を
専門としている教員が2名いるため、それを用いて国際支援や地域活動に貢献してい
る。

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を
記述してください。

点検・評価項目番号

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 課題・問題点

なし

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

改善策

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。
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